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■ はじめに 

 

本県は優れた自然景観に恵まれ、伝統文化に彩られた個性豊かな景観が形づくられて

きましたが、これらの貴重な財産も時代の流れのなかで次第にその姿を変えつつ      

あります。 

そこで、わたしたちの暮らしや地域の発展との調和を図りながら、過去の世代から受

け継いだ貴重な景観を守り、育てることにより、生活と文化の豊かさを実感できる県土

を創るため、平成３年１２月に「ふるさと島根の景観づくり条例」を制定しました。 

 この条例に基づき、景観形成上特に重要な地域である宍道湖周辺を「宍道湖景観形成

地域」として指定し、重点的に良好な景観形成の推進を図るとともに、県内全域におい

て、大規模な建造物の建設や開発行為などについて、より良い景観づくりを誘導して   

います。 

ところで、近年県民に広く普及している携帯電話は、日常生活に深く浸透しているこ

とに加え、災害時や緊急時の通信手段として重要な役割を担っています。 

一方で近年、大型基地局の建設が増加し、県土の良好な景観形成に少なからず影響を

与える場合が少なくありません。 

県内における基地局新設数は、平成１７年度約８０局であったものが、平成１８年度

には３倍の約２４０局と急激に増加しています。 

この要因は、顧客獲得競争の激化による通信サービスの向上のほか周波数帯の再編等

によるものであり、すでに通話が可能なエリアにおいても、建設が行われているケース

もあります。 

そこで、県土の良好な景観形成を踏まえた情報化の推進が図られるよう、基地局の位

置選定等を行う上での参考として指針を策定しました。 

この指針は、景観形成基準の適用を受ける基地局について、どのような設置場所等が

ふさわしくないかを述べたものです。 

なお、この指針は強制力を持つものではありませんが、この考え方に沿って計画を進

めていただくことで、景観に配慮した情報化の推進が図られると考えています。 
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適用する基地局 

 

■鉄塔(アングル鉄塔) 

    高さ 20m～50m程度 

    色彩は、亜鉛メッキ色つや消し(N7程度) 

リン酸処理(N4.5) 

          

      

 

 

 N4.5      N7 

 

 

■鋼管柱 

    高さ 15m～20m程度 

    色彩は、亜鉛メッキ色つや消し(N7程度)、 

リン酸処理(N4.5)、ブラウン色(10YR3/2) 

                        リングとアンテナ→ 

 

 

 

       N4.5      N7     10YR3/2 

 

 

  ■コンクリート柱（電柱） 

    高さ 15m程度 

    電柱にアンテナを設置する形式 

    色彩は、コンクリート色(N7)とブラウン色(10YR3/2) 

 

     

 

 

  N7    10YR3/2 

 
３ 



概ね 1°以下 

見える高さＨ 

H≦L/60 

 

距離：Ｌ 

樹木等 展望地(主要な道路を 

除く)及び景観資源の 

視点場 

  ↓ 

 

←避雷針除く 

 

基地局設置に関する検討項目 

 

１．明瞭な視覚で捉えることのできる規模を避ける        

 

適用する視点場：展望地(主要な道路を除く)及び景観資源(14ページ参照) 

適用する基地局：鉄塔 

 

展望地(主要な道路を除く)及び景観資源から見える基地局の仰角(垂直方向の視角)が、

概ね１°以下となるよう努める。 

ただし、地形条件等やむを得ない場合や目立たない場合を除く。                 

 

■視点場から見た基地局の背景が空の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

対象の大きさの約６０倍の距離 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 



距離：Ｌ 

背景が空となる部分 

背景が山となる部分 

展望地(主要な道路を除く) 

及び景観資源の 

視点場 

  ↓ 

 

空背景となる仰角概ね 1°以下 

基地局が見える仰角 

 

 

 

■ 視点場から見た基地局の背景に山がある場合 

 

視点場から見た基地局の背後が山などで、基地局の色彩等に配慮することにより目立

たない場合は、その部分の高さを見える仰角(垂直方向の視角)から除くことが出来る。 

 

 

 

 

  

                              

 

                                                           

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

※主要な展望地及び景観資源(14ページ参照)とは、大規模行為景観形成基準ガイドプラ

ンに位置づけられた箇所等。 

 ※景観資源等の見る場所(庭園・入口等)やその重要度により、影響の度合いは異なる。 

よって、見える場合は早期に事前協議すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 



２．主要な道路からの離隔距離を確保する            

 

適用する視点場：高速道路、国道、主要地方道等(14ページ参照) 

  適用する基地局：鉄塔、鋼管柱、コンクリート柱 

   

■ 鉄塔式 

基地局高さ以上、道路(舗装された範囲)から離れた位置に設置するよう努める。 

    ただし、地形条件等やむを得ない場合や基地局が目立たない場合を除く。 

 

     Ｌ≧Ｈ 

Ｌ：道路から基地局までの距離(m) 

           Ｈ：基地局高さ(m) 

 

■ 鋼管柱及びコンクリート柱 

基地局高さの２分の１以上、道路(舗装された範囲)から離れた位置に設置するよう 

努める。 

ただし、地形条件等やむを得ない場合や基地局が目立たない場合を除く。 

 

     Ｌ≧ 

 

Ｌ：道路から基地局までの距離(m) 

           Ｈ：基地局高さ(m) 

 

 

   

 

 

                              

                                 

  

 

 

                            主要な道路(国道、主要地方道等) 

 

 

水平距離 L(L≧Ｈ) 

 

 

道路直角方向 

水平距離 L(L≧Ｈ) 

高さＨ 

高さＨ 

Ｈ 

２ 

６ 



 

 

■ 基地局の設置地盤が道路高さより特に低い場合 

(アンテナ部分がシンプルな形状である場合等に適用) 

 

Ｌ≧Ｈ1 

             Ｌ:道路から基地局までの距離(m) 

            Ｈ1：道路面より高い基地局の部分(m) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リングあり、水平距離 L(L≧Ｈ2) 

 

 

高さ H2 

高さ H1 

リングなし、水平距離 L(L≧Ｈ1) 

 

 

７ 



山稜 

３．主要な道路の直線区間進行方向への設置を避ける                 

 

  適用する視点場：高速道路、国道、主要地方道等(14ページ参照) 

  適用する基地局：鉄塔 

 

道路の直線区間(概ね 20m以上)進行方向への設置を避けるよう努める。 

ただし、地形条件等やむを得ない場合や基地局が目立たない場合を除く。 

 

・適用する範囲は、直線区間の終わり付近を視点場として、水平視角概ね２０°の範

囲内とする。ただし、道路縦断の凹凸が激しい場合には、標高の最も高い地点を視

点場とする。 

･水平視角概ね２０°の範囲内へ設置する場合は、4～5ページの項目を適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

主要な道路(国道等) 

            視点場は、走行車線の概ね中心位置 

 

 

 

 

 

 

直線区間進行方向を中心線とする 

視点場→ 

(直線区間の終わり付近) 

水平視角２０° 

８ 



 

水平視角２０°の範囲例 

 

 

 

 

            は、視点場 

    

                      

 

    

 

  

 

                            

赤色表示は主要な道路 

 

 

視点場からの距離約２００ｍ地点での水平視角２０°の範囲は、幅約７０ｍ 

   

 

 

                                                 

          

                              

                                         

 

 

 

 

※ 人間の視界は、水平方向で概ね 150°～170°見える。 

歩行中に目を動かしている水平方向の範囲は、概ね 20°である。 

(「屋外広告の知識」ぎょうせいより) 

 

 

水平方向視角２０° 

約７０ｍ 

２００ｍ 

９ 



空背景となる仰角概ね 1°以下 

距離：Ｌ 

背景が空となる部分 

背景が山となる部分 展望地(主要な道路の直線区間進行方向) 

視点場 

  ↓ 

 

基地局が見える仰角 

 

■視点場の参考例 

  

 

 

 

 

          

         

 

 

 

 

 

                               

     鉄塔の色彩(N4.5近似)に配慮した場合、鉄塔の背景が山となっている 

部分は、比較的目立たない。(写真はイメージ)                             

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平視角２０° 

←仰角が概ね 1°(背景が空) 

直線区間の終わり付近→ 
(視点場) 

１０ 



４．基地局の小型化を図る                           

 

地形条件等やむを得ない場合や目立たない場合を除き、基地局の高さは景観上の観点

に配慮し、必要最小限の高さとなるよう計画すること。 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 鋼管柱基地局 

 

  

     

                            

コンクリート柱基地局 

                       

 

鉄塔基地局 
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参 考 

 

景観形成上、好ましくない基地局の設置例 

  

■展望地や景観資源からよく見える山稜及び山際への設置 

■主要な道路沿いへの設置 

■主要な道路の直線区間進行方向への設置 

■住宅地及び田園地帯への大型基地局設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山稜への設置 

道路直線進行方向への設置 

主要な道路沿い 

道路曲線の内側 

１２ 



基地局の位置選定フロー                   
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島根県大規模行為景観形成基準ガイドプラン                

地域ごとに展望地や景観資源の名称や位置が掲載されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇浜田地域の例 

展望地：☆印は、展望地。赤線は、国道(９号、９号バイパス等)、中国横断自動車道等、

JR(山陰本線、三江線)、主要地方道(  10 県道番号二桁以下の表示)等。 

景観資源：○自然的、○歴史的文化的、○人工的都市的、○生活・産業の各景観資源   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展望地 

景観資源 
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